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震
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
。
平
成
26
年
度
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
で
あ
る
な
ど
、
過
去
に
起
こ
っ
た
多
く
の

震
災
の
周
年
を
迎
え
て
い
る
。

　
今
回
の
危
機
管
理
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
名
古
屋
大
学
減
災
連
携
研

究
セ
ン
タ
ー
長
の
福
和
伸
夫
教
授
に
、
こ
れ
か
ら
の
減
災
対
策
に

つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　
福
和
教
授
は
、
過
去
の
多
く
の
震
災
を
例
に
挙
げ
、
そ
こ
に
多

く
の
教
訓
が
あ
る
と
し
て
、
現
代
社
会
の
災
害
の
脆
弱
度
と
、
こ

れ
か
ら
の
地
震
対
策
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、「
減
災
ル
ネ
サ
ン
ス
」

を
提
言
さ
れ
て
い
る
。

１
．
は
じ
め
に

２
．
過
去
の
震
災
か
ら
学
ぶ

３
．
現
代
社
会
の
災
害
脆
弱
度

４
．
こ
れ
か
ら
の
地
震
対
策

５
．
減
災
ル
ネ
サ
ン
ス

地震で橋げたの根元から倒れた阪神高速道路。
1995年 阪神淡路大震災
写真提供：共同通信社

contents

17　SECURITY TIME 2014.11 SECURITY TIME 2014.11　16

名
古
屋
大
学
減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授

福
和
　
伸
夫

減
災
で
克
災
し
日
本
の
ル
ネ
サ
ン
ス
を
！

14111926シリーズ危機管理27.indd   16 2014/10/30   14:05



　 危 機 管 理 シ リ ー ズ  ／  そ の 2 7

　
震
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。
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26
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度
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、
阪
神

淡
路
大
震
災
か
ら
20
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で
あ
る
な
ど
、
過
去
に
起
こ
っ
た
多
く
の

震
災
の
周
年
を
迎
え
て
い
る
。

　
今
回
の
危
機
管
理
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
名
古
屋
大
学
減
災
連
携
研

究
セ
ン
タ
ー
長
の
福
和
伸
夫
教
授
に
、
こ
れ
か
ら
の
減
災
対
策
に

つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　
福
和
教
授
は
、
過
去
の
多
く
の
震
災
を
例
に
挙
げ
、
そ
こ
に
多

く
の
教
訓
が
あ
る
と
し
て
、
現
代
社
会
の
災
害
の
脆
弱
度
と
、
こ

れ
か
ら
の
地
震
対
策
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、「
減
災
ル
ネ
サ
ン
ス
」

を
提
言
さ
れ
て
い
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
、

富
士
山
噴
火
な
ど
の
話
題
が
、
メ
デ
ィ
ア

を
賑
わ
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
本
年
９

月
に
、
御
嶽
山
が
水
蒸
気
爆
発
し
た
。
噴

火
規
模
は
大
き
く
は
無
か
っ
た
が
、
50
名

を
超
え
る
犠
牲
者
を
出
し
、
戦
後
最
悪
の

火
山
災
害
と
な
っ
た
。
紅
葉
の
美
し
い
晴

天
の
土
曜
日
の
お
昼
時
、
一
年
中
で
も
っ

と
も
多
く
の
観
光
客
が
賑
わ
う
時
間
に
噴

火
し
た
。
こ
れ
が
冬
だ
っ
た
ら
、
夜
間
だ

っ
た
ら
、
雨
天
だ
っ
た
ら
、
と
思
わ
ず
考

え
て
し
ま
う
。
防
災
で「
た
ら
」は
禁
句
で

あ
る
が
、不
運
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

災
害
対
応
は
、「
悲
観
的
に
想
定
し
、
楽

観
的
に
備
え
る
」が
基
本
で
あ
る
。
改
め

て
そ
の
大
切
さ
を
感
じ
る
。

　

２
０
１
１
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

（
３
月
11
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
M
）９
・

０
、
災
害
名
称
は
東
日
本
大
震
災
）か
ら

ま
も
な
く
４
年
が
経
つ
。
あ
の
瞬
間
、
多

く
の
国
民
が
異
様
に
長
く
強
い
揺
れ
に
驚

き
、
津
波
に
洗
わ
れ
る
ま
ち
の
姿
を
見
つ

め
、
刻
々
と
変
化
す
る
原
発
災
害
に
不
安

を
抱
い
た
。
震
災
の
衝
撃
は
強
烈
で
、
あ

ら
ゆ
る
人
が
、日
本
の
行
く
末
を
案
じ
た
。

し
か
し
、
時
間
と
共
に
、
あ
の
と
き
の
気

持
ち
を
忘
れ
始
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。

　

今
年
度
は
、
多
く
の
震
災
が
周
年
を
迎

え
る
年
度
で
あ
り
、
過
去
の
災
害
を
思
い

出
す
よ
い
機
会
で
あ
る
。
１
８
５
４
年
安

政
東
海
地
震（
12
月
23
日
、
M
８
・
４
）と

南
海
地
震（
12
月
24
日
、
M
８
・
４
）か
ら

１
６
０
年
、
1
9
4
4
年
東
南
海
地
震

（
12
月
７
日
、
M
７
・
９
）と
１
９
４
５
年

三
河
地
震（
１
月
13
日
、
M
６
・
８
）か
ら

70
年
、
１
９
６
４
年
新
潟
地
震（
６
月
16

日
、
M
７
・
５
）か
ら
50
年
、
１
９
７
４

年
伊
豆
半
島
沖
地
震（
５
月
９
日
、
M
６
・

９
）か
ら
40
年
、
１
９
８
４
年
長
野
県
西

部
地
震（
９
月
14
日
、
M
６
・
８
）か
ら
30

年
、
１
９
９
５
年
兵
庫
県
南
部
地
震（
１

月
17
日
、
M
７
・
３
、
災
害
名
称
は
阪
神

淡
路
大
震
災
）か
ら
20
年
、
２
０
０
４
年

新
潟
県
中
越
地
震（
10
月
23
日
、M
６
・
８
）

か
ら
10
年
に
な
る
。

　

残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
の
災
害
を
覚
え
て

い
る
人
は
少
な
い
。「
震
災
は
忘
れ
た
こ

ろ
に
や
っ
て
く
る
」（
寺
田
寅
彦
）の
格
言

を
肝
に
銘
じ
、過
去
の
災
害
教
訓
を
学
び
、

現
代
社
会
を
点
検
し
、
将
来
の
震
災
を
予

見
し
、
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
た
い
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
、
最
初
に
、
周
年
を
迎
え

る
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
を
通
し
て
過

去
の
震
災
教
訓
を
学
ぶ
。
次
に
、
過
去
と

現
在
の
ま
ち
や
生
活
の
違
い
を
比
較
し
、

現
代
都
市
社
会
の
災
害
脆
弱
性
を
指
摘
す

る
。
そ
の
上
で
、
今
後
の
地
震
対
策
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　

歴
史
は
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ

る
。
過
去
か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
る
と
、

将
来
が
見
え
て
く
る
。
以
下
で
は
、
本
年

度
に
周
年
を
迎
え
る
幾
つ
か
の
地
震
と
東

1は
じ
め
に

2過
去
の
震
災
か
ら
学
ぶ

福
ふ く わ

和　伸
の ぶ お

夫 氏

名古屋大学減災連携研究センター長・教授

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
震
災
教
訓
を
学

び
取
っ
て
み
る
。
こ
れ
ら
は
特
徴
の
異
な

る
震
災
教
訓
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
悲

観
的
に
考
え
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き

る
。

■略歴
名古屋大学大学院修了後、清水建設での勤務の後、名古屋大学に異動。
工学部助教授、先端技術共同研究センター教授、大学院環境学研究科
教授を経て現職。建築耐震工学や地震防災に関わる教育・研究を行う
傍ら、地域の防災・減災活動や、国・自治体の防災関係の委員会に携
わる。振動実験教材「ぶるる」の開発や名古屋大学減災館の開設などに
尽力。文部科学大臣表彰科学技術賞、防災担当大臣表彰防災功労者、
日本建築学会賞、日本建築学会教育賞などを受賞。
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南
海
ト
ラ
フ
地
震
：
安
政
東
海
・
南

　
　
海
地
震
と
昭
和
東
南
海
地
震

　

安
政
東
海
・
南
海
地
震
と
昭
和
東
南
海

地
震
は
、
M
８
ク
ラ
ス
の
南
海
ト
ラ
フ
地

震
で
あ
る
。
何
れ
も
前
後
に
内
陸
で
大
地

震
が
頻
発
し
、
幕
末
や
敗
戦
へ
と
時
代
が

移
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
発
生
時
期
は
西
日
本
が
地
震
の
活

動
期
と
な
る
た
め
、
社
会
が
混
乱
し
歴
史

の
転
換
期
と
重
な
る
こ
と
が
多
い
。

　

安
政
東
海
・
南
海
地
震
の
前
後
に
は
、

１
８
４
７
年
善
光
寺
地
震
、
１
８
５
３
年

小
田
原
地
震
、
１
８
５
４
年
伊
賀
上
野
地

震
・
豊
予
海
峡
地
震
、
１
８
５
５
年
飛
騨

地
震
・
陸
前
地
震
・
安
政
江
戸
地
震
、
１

８
５
６
年
八
戸
沖
地
震
、
１
８
５
７
年
伊

予
安
芸
地
震
、
１
８
５
８
年
飛
越
地
震
が

続
発
し
た
。
こ
の
間
に
は
、
１
８
５
６
年

安
政
江
戸
暴
風
雨
や
１
８
５
８
年
コ
レ
ラ

流
行
も
発
生
し
た
。
そ
の
渦
中
に
、
米
国

の
ペ
リ
ー
や
露
国
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
開

国
要
求
の
た
め
に
来
航
し
、
１
８
５
４
年

日
米
和
親
条
約
、
日
英
和
親
条
約
、
１
８

５
５
年
日
ロ
和
親
条
約
、
１
８
５
８
年
日

米
修
好
通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
ま
さ

に
、大
地
と
社
会
の
動
乱
の
時
代
で
あ
る
。

そ
の
後
、
井
伊
直
弼
が
大
老
に
就
任
し
、

１
８
５
９
年
安
政
の
大
獄
で
の
粛
清
で
社

会
の
安
定
化
を
図
っ
た
が
、
１
８
６
０
年

桜
田
門
外
の
変
で
倒
れ
、
１
８
６
２
年
生

麦
事
件
、
１
８
６
３
年
薩
英
戦
争
、
１
８

６
６
年
薩
長
連
合
、
１
８
６
７
年
大
政
奉

還
・
王
政
復
古
大
号
令
、
１
８
６
８
年
江

戸
城
開
城
と
続
き
、
明
治
へ
と
時
代
を
変

え
た
。う
が
っ
た
見
方
か
も
し
れ
な
い
が
、

黄
金
の
国
・
ジ
パ
ン
グ
と
思
っ
て
来
訪
し

た
諸
外
国
の
人
た
ち
に
は
、
災
害
だ
ら
け

で
資
源
の
無
い
国
は
植
民
地
と
し
て
の
価

値
が
無
い
と
映
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
神
風
な
ら
ぬ
神
災
と
言
え
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

昭
和
東
南
海
地
震
の
前
後
に
も
、
１
９

４
３
年
鳥
取
地
震
、
１
９
４
５
年
三
河
地

震
、
１
９
４
６
年
南
海
地
震
、
１
９
４
８

年
福
井
地
震
が
発
生
し
た
。
東
南
海
地
震

で
の
中
京
地
域
の
軍
需
工
場
壊
滅
が
終
戦

を
早
め
た
と
も
言
わ
れ
る
。開
戦
前
に
は
、

１
９
２
３
年
関
東
地
震
、
１
９
２
５
年
北

但
馬
地
震
、
１
９
２
７
年
北
丹
後
地
震
、

１
９
３
０
年
北
伊
豆
地
震
、
１
９
３
３
年

昭
和
三
陸
地
震
な
ど
が
続
発
し
、
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
が
一
気
に
軍
国
主
義

の
時
代
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
間
に
、
１
９

２
７
年
金
融
恐
慌
、
１
９
３
１
年
満
州
事

変
、
１
９
３
３
年
国
際
連
盟
脱
退
、
１
９

３
６
年
２
・
26
事
件
、
盧
溝
橋
事
件（
日

中
戦
争
勃
発
）、
１
９
４
１
年
太
平
洋
戦

争
開
戦
へ
と
歴
史
が
動
い
た
。
震
災
と
戦

災
で
壊
滅
し
た
我
が
国
は
、
１
９
５
０
年

の
朝
鮮
戦
争
特
需
を
き
っ
か
け
に
再
び
回

復
し
た
。
戦
後
約
50
年
、
甚
大
な
震
災
の

無
い
時
代
の
中
、
高
度
成
長
を
遂
げ
再
び

豊
か
な
国
に
な
っ
た
。

　

他
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
前
後
に
も
、

時
代
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
１
６
０

０
年
前
後
に
は
、
１
５
８
２
年
本
能
寺
の

変
、
１
５
８
３
年
大
阪
築
城
の
後
、
１
５

８
６
年
に
天
正
地
震
が
発
生
、
そ
の
後
、

１
５
９
２
年
文
禄
の
役
を
経
て
、
１
５
９

６
年
慶
長
伊
予
地
震
・
豊
後
地
震
・
伏
見

地
震
が
１
週
間
で
続
発
、
翌
１
５
９
７
年

慶
長
の
役
、
１
５
９
８
年
秀
吉
死
去
、
１

６
０
０
年
関
ヶ
原
の
戦
い
、
１
６
０
３
年

江
戸
開
府
と
続
い
た
。
そ
の
直
後
に
、
１

６
０
５
年
慶
長
東
海
地
震
、
１
６
１
１
年

慶
長
三
陸
地
震
が
発
生
し
、
１
６
１
５
年

大
阪
夏
の
陣
へ
と
時
代
が
移
っ
た
。
こ
の

間
に
名
古
屋
や
仙
台
は
高
台
移
転
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
国
盗
り
物
語
の
時
代
は
、

大
地
も
激
動
の
時
代
で
あ
り
、
主
要
都
市

の
骨
格
が
作
ら
れ
た
時
で
も
あ
る
。

　

１
７
０
０
年
前
後
も
時
代
が
大
き
く
変

化
し
た
。
５
代
将
軍
・
徳
川
綱
吉
が
将
軍

に
就
い
た
の
は
、１
６
７
７
年
延
宝
地
震
、

1
6
7
8
年
宮
城
県
沖
地
震
の
後
で
あ

る
。
そ
の
在
位
期
間（
１
６
８
０
～
１
７

０
９
年
）は
元
禄
時
代（
１
６
８
８
～
１
７

０
４
年
）に
重
な
る
。
こ
の
時
期
に
、
１

６
８
６
年
遠
江
・
三
河
地
震
、
１
６
９
４

年
能
代
地
震
、
１
７
０
０
年
壱
岐
対
馬
地

震
、
１
７
０
３
年
元
禄
関
東
地
震
、
１
７

０
４
年
羽
後
陸
奥
地
震
、
１
７
０
７
年
宝

永
地
震
・
富
士
山
噴
火
が
続
発
し
た
。
綱

吉
の
時
代
は
、
当
初
は
、
天
和
の
治
と
善

政
が
評
価
さ
れ
た
が
、
側
近
・
堀
田
正
俊

の
死
後
、
こ
れ
ら
の
災
害
が
発
生
し
、
１

６
８
７
年
生
類
憐
れ
み
の
令
、
１
７
０
２

年
赤
穂
浪
士
討
ち
入
り
事
件
な
ど
、
治
世

が
悪
化
し
た
。
綱
吉
の
死
後
、
１
７
０
９

年
新
井
白
石
の
正
徳
の
治
、
１
７
１
６
年

徳
川
吉
宗
の
享
保
改
革
な
ど
に
よ
り
、
再

び
幕
府
は
安
定
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

が
発
生
す
る
時
期
は
歴
史
の
転
換
期
に
重

な
る
。
こ
の
た
め
、
小
説
や
大
河
ド
ラ
マ

な
ど
で
よ
く
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

地
震
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な

い
。

　
　
内
陸
活
断
層
の
地
震
：
三
河
地
震
と

　
　
兵
庫
県
南
部
地
震

　

三
河
地
震
と
兵
庫
県
南
部
地
震
は
内
陸

活
断
層
に
よ
る
地
震
で
あ
る
。
地
震
規
模

は
M
７
程
度
だ
が
、
内
陸
直
下
で
発
生

す
る
た
め
断
層
近
傍
で
は
強
烈
な
揺
れ
に

な
る
。
こ
の
た
め
、
地
震
規
模
の
割
に
被

害
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
東
南
海
地
震
の

37
日
後
に
発
生
し
た
三
河
地
震
の
死
者
２

３
０
０
人
は
、
直
前
に
発
生
し
た
東
南
海

地
震
の
死
者
１
２
０
０
人
の
倍
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
三
河
地
震
と
東
南
海
地
震

の
被
害
実
態
は
、
戦
時
下
の
情
報
統
制
の

た
め
、
国
民
に
は
正
し
く
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
放
出
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
１
０

０
０
倍
も
違
う
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

と
兵
庫
県
南
部
地
震
の
全
壊
家
屋
数
は
12

万
棟
と
10
万
棟
と
同
程
度
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
東
北
被
災
３
県
と
兵
庫
県
の
人
口
が

５
７
０
万
人
と
５
６
０
万
人
と
ほ
ぼ
同
数

で
あ
る
こ
と
、
揺
れ
が
震
度
６
強
と
震
度

７
と
異
な
る
こ
と
、
地
震
の
被
災
経
験
の

有
無
な
ど
が
原
因
だ
と
思
わ
れ
る
。
東
北

1

2
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減災で克災し日本のルネサンスを！

地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
直
後
に
も
、
内
陸

で
M
７
程
度
の
誘
発
地
震
が
発
生
し
て

い
る
。
翌
12
日
の
長
野
県
北
部
で
の
地
震

（
M
６
・
７
）、
15
日
の
静
岡
県
東
部
で
の

地
震（
M
６
・
４
）、
４
月
11
日
の
福
島
県

浜
通
り
の
地
震（
M
７
・
０
）な
ど
で
あ
る
。

　

兵
庫
県
南
部
地
震
は
、
大
都
市
神
戸
の

直
下
で
発
生
し
、
揺
れ
が
現
行
の
耐
震
基

準
の
想
定
を
上
回
っ
た
た
め
、
家
屋
被
害

が
甚
大
と
な
っ
た
。
現
行
耐
震
基
準
を
満

足
し
な
い
既
存
不
適
格
建
物
の
被
害
が
甚

大
だ
っ
た
た
め
、
耐
震
改
修
促
進
法
の
制

定
な
ど
、
耐
震
化
が
推
進
さ
れ
た
。
ガ
ス

や
上
・
下
水
道
な
ど
の
地
下
埋
設
管
の
破

断
に
よ
り
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
し
、
阪

神
高
速
道
路
や
新
幹
線
、
在
来
線
の
被
害

に
よ
り
東
西
の
物
流
が
分
断
さ
れ
各
地
の

工
場
が
操
業
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
港

湾
も
甚
大
な
被
害
に
よ
り
長
期
間
に
わ
た

っ
て
そ
の
機
能
を
失
い
、
世
界
有
数
の
コ

ン
テ
ナ
港
だ
っ
た
神
戸
港
は
未
だ
そ
の

地
位
を
回
復
で
き
な
い
で
い
る
。
ま
た
、

多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
と
も
言
わ
れ
、
そ
の
後

の
市
民
参
加
型
活
動
へ
の
道
を
拓
い
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
に
続
い
て
起
こ
っ
た
阪
神

淡
路
大
震
災
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
と

共
に
、
国
民
に
多
大
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
、
我
が
国
は「
失
わ
れ
た
20
年
」と
呼
ば

れ
る
時
代
に
突
入
す
る
。

　
　
日
本
海
側
の
ひ
ず
み
集
中
帯
で
の

　
　
地
震
：
新
潟
地
震
と
新
潟
県
中
越
地
震

　

新
潟
地
震
と
新
潟
県
中
越
地
震
は
、
１

９
８
３
年
日
本
海
中
部
地
震
、
１
９
９
３

年
北
海
道
南
西
沖
地
震
、
２
０
０
７
年
新

潟
県
中
越
沖
地
震
と
同
様
、
新
潟
か
ら
神

戸
に
伸
び
る
ひ
ず
み
集
中
帯
の
周
辺
で

発
生
し
た
。
新
潟
地
震
で
は
、
液
状
化
に

よ
る
川
岸
町
の
ア
パ
ー
ト
の
倒
壊
、
昭
和

石
油
の
タ
ン
ク
火
災
、
昭
和
大
橋
の
橋
梁

地震等年表地震等年表

明治時代

昭和時代

平成

大正時代

※1
※1

※2
※2

※3
※4

※5

※6

※7

※1  160年　※2  70年　※3  50年　※4  40年　※5  30年
※6  20年　※7  10年

864
869
871
874

1586

1596

1605
1611

1677
1678
1686

1694
1700

1703
1704
1707

1847
1853
1854
1854
1854
1855
1856
1857
1858

1896

1923
1925
1927

1930

1933

1943
1944
1945
1946
1948

1960
1964
1974
1978
1980
1983
1984
1986
1989
1989
1993
1995

2003
2004
2007
2011

富士山噴火・阿蘇山噴火
貞観地震
鳥海山噴火
開聞岳噴火

天正地震

慶長伊予地震・豊後地震・伏見地震

慶長東海地震
慶長三陸地震

延宝地震
宮城県沖地震
遠江・三河地震

能代地震
壱岐対馬地震

元禄関東地震
羽後陸奥地震
宝永地震・富士山噴火

善光寺地震
小田原地震
伊賀上野地震・豊予海峡地震
安政東海地震（12月23日、M8.4）
南海地震（12月24日、M8.4）
飛騨地震・陸前地震・安政江戸地震
八戸沖地震
伊予安芸地震
飛越地震

明治三陸地震津波

関東地震
北但馬地震
北丹後地震

北伊豆地震

昭和三陸地震津波

鳥取地震
東南海地震（12月7日、M7.9）
三河地震（1月13日、M6.8）
南海地震
福井地震

チリ地震津波
新潟地震（6月16日、M7.5）
伊豆半島沖地震（5月9日、M6.9）
伊豆大島近海地震
伊豆半島東方沖地震
日本海中部地震
長野県西部地震（9月14日、M6.8）
伊豆大島・三原山の噴火
伊東沖の手石海丘の海底噴火
御嶽山水蒸気爆発
北海道南西沖地震
兵庫県南部地震

（1月17日、M7.3、災害名称は阪神淡路大震災）
十勝沖地震
新潟県中越地震（10月23日、M6.8）
新潟県中越沖地震
東北地方太平洋沖地震

1582
1583

1592

1597
1598
1600
1603

1615

1687

1702

1709
1716

1854

1855
1856

1858
1858
1859
1860
1862
1863
1866
1867
1868

1927

1931
1933
1936
1936
1941

1950

本能寺の変
大阪城築城

文禄の役

慶長の役
豊臣秀吉死去
関ヶ原の戦い
江戸開府

大阪夏の陣

生類憐れみの令

赤穂浪士討ち入り事件

新井白石の正徳の治
徳川吉宗の享保改革

日米和親条約・日英和親条約

日ロ和親条約
安政江戸暴風雨

コレラ流行
日米修好通商条約
安政の大獄
桜田門外の変
生麦事件
薩英戦争
薩長連合
大政奉還・王政復古大号令
江戸城開城

金融恐慌

満州事変
国際連盟脱退
2・26事件
盧溝橋事件
太平洋戦争開戦

朝鮮戦争

平安時代

安土・桃山
時代

江戸時代

2014年度で

3
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坑
の
陥
没
、
物
流
途
絶
や
計
画
停
電
に
よ

る
産
業
停
止
な
ど
、
広
域
か
つ
甚
大
な
被

害
と
な
っ
た
。
原
発
災
害
を
除
け
ば
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
も
想
定
さ
れ
て
い

た
事
象
だ
が
、
同
時
進
行
す
る
被
害
様
相

は
想
像
を
超
え
て
い
た
。

　

東
北
地
方
太
平
洋
岸
で
は
、
明
治
以
降

だ
け
で
も
、
１
８
９
６
年
明
治
三
陸
地
震

津
波
、１
９
３
３
年
昭
和
三
陸
地
震
津
波
、

１
９
６
０
年
チ
リ
地
震
津
波
を
経
験
し
、

三
陸
地
方
を
中
心
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
で
の
津
波
対
策
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
津

波
て
ん
で
ん
こ
」に
代
表
さ
れ
る
津
波
防

災
教
育
の
成
果
が
、
子
供
た
ち
の
的
確
な

避
難
行
動
に
も
繋
が
っ
た
。

　

平
安
時
代
に
発
生
し
た
貞
観
地
震
や
、

江
戸
初
期
に
発
生
し
た
１
６
１
１
年
慶
長

三
陸
地
震
か
ら
学
ぶ
点
も
多
い
。
貞
観
地

震
の
被
災
状
況
は
、
六
国
史
の
最
後
の
正

史
・
日
本
三
代
実
録
に
明
快
に
記
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
様
相
は
東
日
本
大
震
災
の
際

に
テ
レ
ビ
で
見
た
情
景
そ
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
時
代
は
、
自
然
災
害
が
多
発
し

た
時
代
だ
っ
た
。
貞
観
地
震
に
先
立
つ
６

年
前
の
８
６
３
年
に
越
中
・
越
後
で
大
地

震
が
発
生
し
、
翌
８
６
４
年
に
は
、
富
士

山
や
阿
蘇
山
が
噴
火
、
８
６
８
年
に
は
播

磨
・
山
城
で
地
震
が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
、

福
岡
の
直
方
に
隕
石
が
落
下
し
た
り
、
新

羅
か
ら
の
海
賊
来
襲
、
疫
病
、
干
ば
つ
や

水
害
、
応
天
門
の
変
な
ど
、
災
い
が
続
い

た
。
貞
観
地
震
の
後
も
大
地
震
が
相
次
い

た
。
８
７
８
年
に
関
東
で
、
８
８
６
年
に

千
葉
・
安
房
国
で
、
さ
ら
に
８
８
７
年
に

は
南
海
ト
ラ
フ
で
地
震
が
発
生
し
て
い

る
。
そ
の
後
の
浄
土
信
仰
な
ど
の
広
が
り

と
も
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
新
潟
県
中
越
地
震
・
中
越
沖
地
震
、

能
登
半
島
沖
地
震
、
兵
庫
県
南
部
地
震
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
や
、
新
燃
岳
・

桜
島
の
噴
火
を
経
験
し
、首
都
直
下
地
震
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
房
総
沖
の
地
震
、
富

士
山
噴
火
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
現
代

と
状
況
が
似
て
い
る
。

　

慶
長
三
陸
地
震
津
波
に
つ
い
て
も
、
多

く
の
教
訓
が
残
さ
れ
て
い
る
。
伊
達
政
宗

は
、
地
震
後
、
段
丘
上
の
高
台
に
ま
ち
を

復
興
し
、
貞
山
堀
や
海
岸
沿
い
の
松
並
木

を
作
っ
た
。
奥
州
街
道
や
浜
街
道
は
、
津

波
被
災
地
を
避
け
て
作
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

が
、
仙
台
の
旧
市
街
地
や
東
北
の
内
陸
主

要
都
市
を
津
波
か
ら
守
っ
た
と
言
え
る
。

津
波
が
到
達
し
な
か
っ
た
場
所
に
は
、
浪

分
神
社
や
浪
切
不
動
が
祀
ら
れ
て
い
た
。

　

三
陸
海
岸
で
は
、
過
去
の
津
波
被
害
を

教
訓
に
、
高
い
意
識
を
持
っ
て
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
様
々
な
津
波
対
策
を
施
し
て
き

て
い
た
。
こ
れ
が
、
今
般
の
震
災
で
の
被

害
を
激
減
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私
た

ち
が
少
し
意
識
を
変
え
れ
ば
、
災
害
被
害

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
る
。

落
下
、
津
波
被
害
が
話
題
と
な
っ
た
。
大

規
模
な
液
状
化
の
発
生
は
、
東
日
本
大
震

災
の
浦
安
で
の
液
状
化
を
予
見
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
タ
ン
ク
火
災
は
２
０
０
３
年

十
勝
沖
地
震
、
橋
梁
落
下
は
１
９
９
５
年

兵
庫
県
南
部
地
震
、
津
波
は
日
本
海
中
部

地
震
・
北
海
道
南
西
沖
地
震
と
重
な
る
。

新
潟
夏
季
国
体
は
中
止
と
な
り
、
東
京
五

輪
の
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
た
。

　

新
潟
県
中
越
地
震
は
、
中
山
間
地
を
襲

っ
た
地
震
で
あ
り
、
土
砂
災
害
に
よ
る
山

古
志
村
の
孤
立
や
河
川
閉
塞
な
ど
が
話
題

に
な
っ
た
。
３
年
後
に
近
く
で
発
生
し
た

新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
は
、
柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
で
想
定
以
上
の
強
い
揺
れ
が

観
測
さ
れ
、
火
災
も
発
生
し
、
長
期
間
の

原
発
停
止
と
な
っ
た
。
ま
た
、
自
動
車
部

品
の
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
を
生
産
す
る
工
場

が
被
害
を
受
け
て
国
内
自
動
車
工
場
全
て

が
生
産
停
止
に
追
い
込
ま
れ
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
防
災
や
、
企
業
の
事
業
継
続

計
画
策
定
の
重
要
性
が
提
起
さ
れ
た
。
中

越
地
震
と
中
越
沖
地
震
で
、
近
接
す
る
震

源
域
も
短
期
間
に
地
震
が
続
発
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
　
火
山
噴
火
と
前
後
し
た
地
震
：
伊
豆

　
　
半
島
沖
地
震
と
長
野
県
西
部
地
震

　

伊
豆
半
島
沖
地
震
と
長
野
県
西
部
地
震

は
前
後
に
火
山
活
動
が
あ
っ
た
地
震
で
あ

る
。
伊
豆
半
島
沖
地
震
の
後
、
伊
豆
半
島

付
近
の
地
震
・
火
山
活
動
が
活
発
化
し
、

１
９
７
８
年
伊
豆
大
島
近
海
の
地
震
、
１

９
８
０
年
伊
豆
半
島
東
方
沖
地
震
、
１
９

８
６
年
伊
豆
大
島
・
三
原
山
の
噴
火
、
１

９
８
９
年
伊
東
沖
の
手
石
海
丘
の
海
底
噴

火
な
ど
と
続
い
た
。

　

長
野
県
西
部
地
震
で
は
、
御
嶽
山
の
山

体
崩
壊
や
石
の
跳
躍
現
象
な
ど
が
話
題
と

な
っ
た
。
地
震
発
生
の
５
年
前
の
１
９
７

９
年
に
は
御
嶽
山
が
水
蒸
気
爆
発
し
て
い

る
。
御
嶽
山
は
、
そ
れ
以
前
は
死
火
山
・

休
火
山
と
さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
８
４
年

以
降
活
火
山
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
火
山

活
動
が
続
き
、
本
年
９
月
に
は
、
多
く
の

犠
牲
者
を
出
す
水
蒸
気
爆
発
が
、
再
び
起

こ
っ
た
。

　

１
７
０
７
年
宝
永
地
震
の
49
日
後
の
富

士
山
噴
火
や
、
８
６
９
年
貞
観
地
震
の
前

後
の
８
６
４
年
富
士
山
噴
火
・
阿
蘇
山
噴

火
、
８
７
１
年
鳥
海
山
噴
火
、
８
７
４
年

開
聞
岳
噴
火
な
ど
を
考
え
る
と
、
地
震
と

火
山
と
の
関
係
は
無
視
で
き
な
い
と
感
じ

る
。
御
嶽
山
で
の
降
灰
下
の
救
出
活
動
の

困
難
さ
か
ら
学
ぶ
点
は
多
い
。

　
　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
従
来
の

想
定
を
超
え
る
M
９
・
０
の
超
巨
大
地

震
で
あ
り
、
津
波
災
害
と
原
発
災
害
が
大

き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
れ
に
加
え
、
大

規
模
に
発
生
し
た
液
状
化
、
長
周
期
地
震

動
に
よ
る
高
層
ビ
ル
の
揺
れ
、
湾
岸
の
タ

ン
ク
火
災
、
谷
埋
め
盛
土
の
宅
地
造
成
地

の
地
滑
り
、
た
め
池
堤
防
の
決
壊
、
亜
炭

4
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減災で克災し日本のルネサンスを！

4こ
れ
か
ら
の
地
震
対
策

の
起
こ
り
は
天
然
に
反
抗
す
る
人
間
の
細

工
で
あ
る
と
言
っ
て
も
不
当
で
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。」と
述
べ
て
い
る
。V

alue 

E
ngineering

と
称
し
て
、
科
学
技
術
の

力
を
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
利
用
し
が
ち
な
現

代
社
会
へ
の
警
鐘
と
も
言
え
る
。

　

建
物
の
耐
震
性
は
年
代
に
よ
っ
て
異
な

る
。
我
が
国
の
耐
震
基
準
は
、
１
９
７
１

年
、
１
９
８
１
年
、
２
０
０
０
年
に
改
訂

さ
れ
、
こ
の
時
期
を
挟
ん
で
耐
震
性
に
差

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
１

９
８
１
年
以
前
の
建
築
物
に
対
し
て
、
耐

震
改
修
の
促
進
が
図
ら
れ
て
き
た
。実
は
、

建
物
・
地
盤
条
件
に
よ
っ
て
も
耐
震
性
は

異
な
る
と
思
わ
れ
る
。一
般
建
築
物
で
は
、

あ
る
大
き
さ
の
建
物
の
揺
れ
に
対
し
て
安

全
性
を
検
証
す
る
。
し
か
し
建
物
の
揺
れ

の
強
さ
は
、
建
物
や
地
盤
の
堅
さ
に
よ
っ

て
異
な
る
。
堅
い
地
盤
の
上
の
低
層
の
建

物
は
揺
れ
に
く
く
、
軟
ら
か
い
地
盤
の
上

に
建
つ
軟
ら
か
い
高
層
建
物
は
良
く
揺
れ

る
。
従
っ
て
、
後
者
は
前
者
に
比
べ
被
害

を
受
け
や
す
い
。
大
都
市
で
は
、
軟
弱
な

低
地
に
高
層
の
建
物
が
林
立
し
て
い
る
。

昔
な
が
ら
の
風
情
の
田
舎
と
大
都
市
と
で

は
地
震
被
害
は
全
く
異
な
る
。
阪
神
淡
路

大
震
災
以
降
、
同
規
模
の
地
震
が
地
方
都

市
で
頻
発
し
た
が
そ
の
建
物
被
害
は
顕
著

で
は
な
い
。
ま
た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
建
物
階
数
が
高
い
ほ
ど
被
害
が
大
き
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
原
因
は
、
こ
の
あ
た
り

に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

災
害
に
負
け
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、

「
危
険
を
回
避
し
」、「
災
害
に
負
け
な
い
抵

抗
力
を
つ
け
」、「
災
害
後
に
逞
し
く
回
復

す
る
」力
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

以
下
で
は
、
地
震
・
津
波
を
克
服
す
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
①
危
険
を
避
け
る
、

②
抵
抗
力
を
つ
け
る
、
③
回
復
力
を
も
つ
、

の
三
つ
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
る
。

　
　
危
険
を
避
け
る

　

地
震
・
津
波
に
強
い
ま
ち
を
作
る
に
は
、

地
震
・
津
波
に
よ
る
危
険
の
高
い
場
所
を

避
け
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
日

本
に
住
む
限
り
地
震
を
避
け
る
こ
と
は
難

し
い
。
従
っ
て
、
地
震
の
際
に
危
険
を
増

大
さ
せ
る
要
因
を
避
け
る
の
が
良
い
。
地

震
時
の
危
険
要
素
に
は
、
地
盤
の
ず
れ
、

揺
れ
、
液
状
化
、
津
波
・
浸
水
、
土
砂
災

害
、
火
災
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
危
険
を
増

大
さ
せ
る
の
は
、
軟
弱
な
地
盤
、
沿
岸
の

低
地
、
急
傾
斜
地
、
木
造
密
集
地
域
な
ど

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
危
険
を
避
け
た
土
地

　

か
つ
て
の
日
本
社
会
は
、
自
然
に
抗
う

こ
と
な
く
、
危
険
を
避
け
な
が
ら
、
自
然

と
折
り
合
い
を
つ
け
て
生
活
す
る
災
害
文

化
を
日
本
文
化
と
し
て
育
み
、
災
害
を
極

小
化
す
る
努
力
を
続
け
て
き
た
。
文
化
に

根
付
い
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
こ

そ
、
防
災
の
日
常
化
で
あ
る
。
一
方
、
戦

後
の　

日
本
は
、
科
学
や
技
術
の
力
で
ま

ち
を
危
険
な
場
所
に
広
げ
、
そ
こ
に
家
屋

を
密
集
・
高
層
化
さ
せ
る
こ
と
で
経
済
的

に
豊
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
多
大
な
債

務
を
抱
え
、人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
中
、

大
地
震
を
前
に
し
た
今
、
社
会
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
の
集
落
は
、
台
地
や
丘
陵
地
の
麓
、

自
然
堤
防
な
ど
、
水
害
や
液
状
化
の
危
険
が

少
な
い
高
台
に
分
散
立
地
し
て
い
た
。
家
屋

は
小
規
模
で
、
軽
い
茅
葺
や
板
葺
屋
根
の
平

屋
建
て
が
多
く
、
堅
固
な
地
盤
で
揺
れ
も
小

さ
く
、
地
震
に
は
意
外
と
強
か
っ
た
。
一

部
の
地
域
を
除
け
ば
、
家
屋
が
密
集
す
る

こ
と
は
な
く
、
火
災
延
焼
危
険
度
も
低
い
。

農
家
が
多
く
、
職
住
近
接
で
、
か
ま
ど
で

煮
炊
き
を
し
、
井
戸
水
、
灯
明
と
汲
み
取

り
便
所
を
使
っ
て
い
た
。
農
村
社
会
は
共

助
力
も
強
く
、
大
家
族
で
、
祖
父
母
か
ら

孫
世
代
に
災
害
教
訓
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
現
代
は
、
建
物
の
耐
震
技
術
は

進
ん
だ
が
、山
を
削
り
海
や
池
沼
を
埋
め
、

土
砂
災
害
や
水
害
・
液
状
化
危
険
度
の
高

い
場
所
に
ま
ち
を
広
げ
た
。家
屋
を
密
集
・

高
層
化
し
た
た
め
、延
焼
危
険
度
は
高
く
、

揺
れ
も
強
い
。
大
き
な
家
具
に
囲
ま
れ
た

室
内
危
険
度
は
高
い
。
ま
ち
が
水
平
・
垂

直
に
広
が
っ
た
た
め
、
高
速
交
通
や
エ
レ

ベ
ー
タ
に
頼
り
、
帰
宅
困
難
や
高
層
難
民

の
問
題
も
あ
る
。
電
気
、
ガ
ス
、
上
下
水

道
、
通
信
、
物
流
が
途
絶
す
れ
ば
、
生
活

は
困
難
を
極
め
る
。
核
家
族
化
で
、
災
害

経
験
の
伝
承
や
、
地
域
の
共
助
力
も
弱
く

な
っ
て
い
る
。
人
工
環
境
に
囲
ま
れ
自
然

の
怖
さ
を
実
感
す
る
機
会
が
減
り
、
社
会

や
人
間
の
生
き
る
力
が
落
ち
て
い
る
。

　

物
理
学
者
・
寺
田
寅
彦
は
、「
天
災
と

国
防
」（
経
済
往
来
、
１
９
３
４
年
）の
中

で
、「
文
明
が
進
む
に
従
っ
て
人
間
は
次

第
に
自
然
を
征
服
し
よ
う
と
す
る
野
心
を

生
じ
た
。
そ
う
し
て
、
重
力
に
逆
ら
い
、

風
圧
水
力
に
抗
す
る
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
の

造
営
物
を
作
っ
た
。
そ
う
し
て
あ
っ
ぱ
れ

自
然
の
暴
威
を
封
じ
込
め
た
つ
も
り
に
な

っ
て
い
る
と
、
ど
う
か
し
た
拍
子
に
檻
を

破
っ
た
猛
獣
の
大
群
の
よ
う
に
、
自
然
が

あ
ば
れ
出
し
て
高
楼
を
倒
壊
せ
し
め
堤
防

を
崩
壊
さ
せ
て
人
命
を
危
う
く
し
財
産
を

滅
ぼ
す
。
そ
の
災
禍
を
起
こ
さ
せ
た
も
と

3現
代
社
会
の
災
害
脆
弱
度

1

21　SECURITY TIME 2014.11 SECURITY TIME 2014.11　20

14111926シリーズ危機管理27.indd   21 2014/10/30   14:05



　

危
険
を
知
っ
て
い
れ
ば
危
険
に
負
け
な

い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
。
私
た
ち
は
災

害
を
防
ぎ
減
ら
す
科
学
技
術
や
建
設
技
術

を
持
っ
て
い
る
。
揺
れ
が
強
い
場
所
で
あ

れ
ば
、ま
ち
の
耐
震
性
を
上
げ
れ
ば
良
い
。

「
危
険
を
共
有
化
し
減
災
プ
ラ
ン
を
作
る
」

　

地
震
に
負
け
な
い
ま
ち
を
作
る
に
は
、

ま
ち
の
危
険
を
知
る
こ
と
が
基
本
と
な

る
。
ま
ず
は
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
調
べ
、

そ
の
上
で
、
防
災
訓
練
の
日
な
ど
に
住
民

参
加
型
の
ま
ち
歩
き
を
し
、
ま
ち
の
危
険

箇
所
や
防
災
施
設
な
ど
を
確
認
し
、
こ
れ

を
地
図
に
落
と
し
て
、
危
険
情
報
と
安
心

情
報
を
共
有
化
し
た
い
。
そ
し
て
、
地
域

の
危
険
を
減
じ
る
プ
ラ
ン
を
皆
で
作
り
、

対
策
を
一
歩
ず
つ
進
め
た
い
。
そ
の
際
に

は
、
で
き
る
限
り
多
様
な
世
代
が
集
ま
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
い
。

「
揺
れ
に
負
け
な
い
ま
ち
」

　

強
く
揺
れ
れ
ば
、
家
が
壊
れ
、
家
具
が

転
倒
し
、
塀
が
倒
れ
、
看
板
が
落
ち
る
。

揺
れ
が
強
い
地
域
で
は
、
そ
の
分
、
家
を

強
く
す
る
必
要
が
あ
る
。
高
層
の
建
物
は

低
層
の
建
物
に
比
べ
強
く
揺
れ
る
の
で
、

室
内
の
安
全
確
保
が
一
層
重
要
と
な
る
。

家
屋
の
耐
震
化
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
、

家
具
の
固
定
、
自
販
機
の
転
倒
防
止
や
看

板
の
落
下
防
止
な
ど
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
耐
震
化
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、
家
具

の
転
倒
防
止
運
動
か
ら
始
め
る
と
良
い
。

ま
た
、
自
治
体
職
員
と
町
会
の
役
員
、
建

築
家
が
一
緒
に
各
戸
訪
問
し
て
耐
震
診
断

を
促
し
た
り
、
耐
震
相
談
会
を
催
し
た
り

す
る
の
も
効
果
的
で
あ
る
。

「
液
状
化
に
負
け
な
い
ま
ち
」

　

液
状
化
す
る
と
、
重
い
も
の
は
沈
み
軽

い
も
の
は
浮
か
び
上
が
り
、
重
さ
の
バ
ラ

ン
ス
が
悪
い
と
傾
く
。
地
中
に
あ
る
埋
設

管
が
損
傷
す
る
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶

す
る
。
杭
で
支
持
さ
れ
て
い
な
い
戸
建
て

住
宅
な
ど
は
沈
下
・
傾
斜
す
る
。
杭
で
支

持
さ
れ
た
建
物
は
周
辺
地
盤
と
段
差
が
生

じ
、
地
中
埋
設
管
と
の
接
続
部
な
ど
が
損

傷
す
る
。
こ
の
た
め
、
飲
用
水
や
、
カ
セ

ッ
ト
コ
ン
ロ
、
携
帯
ト
イ
レ
な
ど
の
備
蓄

が
肝
要
と
な
る
。

「
津
波
か
ら
早
期
避
難
で
き
る
ま
ち
」

　

津
波
避
難
の
基
本
は
、
揺
れ
で
怪
我
を

し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ま
ち
ぐ

る
み
の
耐
震
対
策
が
前
提
と
な
る
。
早
期

避
難
の
た
め
に
は
、
津
波
避
難
の
意
識
啓

発
、
相
互
の
声
掛
け
が
、
さ
ら
に
、
安
全

な
避
難
路
と
避
難
地
の
確
保
が
必
要
と
な

る
。
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ま
ち
歩
き

な
ど
を
通
し
て
、
避
難
意
識
の
向
上
、
避

難
路
沿
い
の
耐
震
対
策
を
進
め
た
い
。
近

く
に
適
切
な
高
台
が
無
い
場
合
に
は
、
地

域
内
の
耐
震
性
の
あ
る
ビ
ル
を
津
波
避
難

に
利
用
で
き
る
よ
う
事
前
の
協
定
を
結
ん

で
お
く
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
か
つ
て
の

輪
中
地
帯
の
知
恵
に
学
び
、
現
代
版
の
輪

中
堤
や
高
盛
土
し
た
水
屋
的
家
屋
な
ど
を

作
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

「
火
災
を
出
さ
な
い
ま
ち
」

　

大
規
模
災
害
で
は
、
消
防
力
が
圧
倒
的

利
用
が
望
ま
し
い
。

　

災
害
後
あ
れ
ば
、
白
地
の
キ
ャ
ン
バ
ス

に
危
険
を
避
け
た
ま
ち
の
絵
を
書
け
る

が
、
既
存
の
ま
ち
で
は
多
く
の
制
約
を
伴

う
。
し
か
し
、
人
口
減
少
時
代
な
の
で
、

危
険
な
場
所
を
撤
退
し
、
安
全
な
場
所
に

ま
ち
を
集
約
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

事
前
に
災
害
後
の
復
興
計
画
を
作
っ
て
お

き
、
そ
れ
を
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
は
、

地
震
時
の
危
険
要
素
に
つ
い
て
簡
単
に
ま

と
め
て
み
る
。

「
地
盤
の
ず
れ
」

　

地
盤
の
ず
れ
が
生
じ
る
の
は
、
活
断
層

直
上
や
切
土
・
盛
土
境
界
な
ど
で
あ
る
。

活
断
層
は
、
山
地
と
平
地
の
地
形
境
界
や

大
河
川
の
谷
筋
に
沿
っ
て
存
在
す
る
場
合

が
多
く
、
詳
細
な
位
置
は
地
震
調
査
研
究

推
進
本
部（http://w

w
w
.jishin.go.jp

）

な
ど
で
調
べ
ら
れ
る
。
発
生
頻
度
は
低
く

て
も
活
断
層
直
上
は
避
け
た
い
。
ま
た
、

切
土
と
盛
土
の
境
界
は
、
新
旧
の
地
形
図

を
比
較
す
れ
ば
分
か
る
の
で
、
図
書
館
な

ど
で
調
べ
て
み
た
い
。

「
強
い
揺
れ
」と「
液
状
化
」

　

一
般
に
軟
弱
な
地
盤
は
揺
れ
が
強
い
。

沖
積
地
盤
や
埋
立
地
盤
な
ど
、
か
つ
て
の

水
辺
の
低
地
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
名

に「
さ
ん
ず
い
」が
付
く
こ
と
が
多
い
。
こ

う
い
っ
た
場
所
は
、
地
下
水
位
面
も
浅
い

の
で
、
液
状
化
も
し
や
す
い
。
揺
れ
や
液

状
化
の
予
測
結
果
に
つ
い
て
は
、
中
央
防

災
会
議（http://w

w
w
.bousai.go.jp/

kaigirep/chuobou/

）や
地
震
調
査
研
究

推
進
本
部
、
自
治
体
な
ど
が
公
表
し
て
い

る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
照
す
る
と
良
い
。

「
津
波
」と「
浸
水
」

　

外
洋
に
面
し
た
沿
岸
低
地
は
津
波
危
険

度
が
高
い
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
よ
う
に

津
波
避
難
の
時
間
が
確
保
し
に
く
い
場
合

に
は
、
土
地
利
用
の
見
直
し
も
必
要
で
あ

る
。
内
湾
で
も
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯

は
、
揺
れ
や
液
状
化
で
堤
防
が
沈
下
す
れ

ば
即
時
に
浸
水
す
る
。
こ
う
い
っ
た
場
所

は
長
期
湛
水
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
土
砂
災
害
」

　

急
傾
斜
地
の
土
砂
崩
れ
、
切
土
・
盛
土

境
界
部
の
地
盤
変
状
、
谷
埋
め
盛
土
の
地

滑
り
、
河
川
や
溜
池
の
土
堰
堤
の
沈
下
・

崩
壊
、
亜
炭
や
研
き
砂
の
鉱
山
跡
の
陥
没

な
ど
が
あ
る
。
雨
が
降
り
続
い
た
あ
と
の

地
震
で
は
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
。

ま
た
、
堤
防
の
復
旧
が
遅
れ
る
と
、
風
水

害
に
よ
る
複
合
災
害
も
懸
念
さ
れ
る
。

「
地
震
火
災
」

　

主
た
る
出
火
原
因
に
は
、
家
屋
か
ら
の

出
火
と
津
波
火
災
と
が
あ
り
、
津
波
火
災

の
原
因
に
は
自
動
車
や
電
気
な
ど
が
あ

る
。
耐
震
性
の
低
い
家
屋
が
密
集
し
た
ま

ち
や
、
津
波
浸
水
地
域
で
は
出
火
危
険
度

が
高
い
。
揺
れ
が
強
く
浸
水
危
険
度
の
高

い
沿
岸
低
地
の
木
造
家
屋
密
集
地
域
の
解

消
が
望
ま
れ
る
。

　
　
危
険
を
知
り
抵
抗
力
の
あ
る
ま
ち
を

　
　
作
る
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減災で克災し日本のルネサンスを！

　

あ
ら
ゆ
る
人
が
、
受
援
者
と
し
て
で
は

な
く
支
援
者
と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に

個
々
人
が
事
前
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
、

早
期
回
復
の
秘
訣
で
あ
る
。
防
災
・
減
災

の
基
本
は
自
助
と
共
助
に
あ
り
、
全
て
の

人
が
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

お
き
た
い
。
平
時
に
公
の
力
を
借
り
魅
力

あ
る
地
域
作
り
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
社

会
の
生
き
る
力
を
育
め
る
。
地
産
地
消
型

の
自
律
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
が
、
災
害

に
も
強
い
持
続
可
能
な
社
会
を
作
る
基
本

と
な
る
。
そ
の
た
め
に
最
も
大
事
な
こ
と

は
、
地
域
を
好
き
に
な
る
こ
と
だ
。

　

我
々
が
持
つ
資
源
に
は
限
り
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
す
る
し

か
な
い
。
ま
ず
は
、
時
・
空
間
の
総
力
の

結
集
が
必
要
で
あ
る
。
時
間
軸
で
は
、
事

前
の
備
え
、
直
前
・
直
後
の
対
応
力
、
事

後
の
復
旧
・
復
興
力
の
対
策
を
組
み
合
わ

せ
た
い
。
空
間
軸
で
は
、
水
平
軸
と
垂
直

軸
の
連
携
が
必
要
で
な
る
。
様
々
な
空
間

ス
ケ
ー
ル
で
の
横
連
携
と
、
国
・
道
州
・

都
道
府
県
・
市
町
村
・
小
中
学
校
区
・
町

内
会
の
間
の
縦
連
携
で
あ
る
。

　

ヒ
ト
・
コ
ト
・
モ
ノ
・
バ
の
力
を
つ
け

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
個
々
人
の
力
を

つ
け
、
組
織
内
の
連
携
、
組
織
間
の
連
携

な
ど
を
進
め
る
。
こ
れ
を
支
え
る
仕
組
み

や
基
礎
と
な
る
情
報
を
構
築
す
る
。
安
価

で
効
果
的
な
ハ
ー
ド
対
策
の
開
発
も
必
要

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
減
災
の
た
め
の
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
作
り
と
な
り
、
人
間
・
情
報
・

物
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
も
繋
が

る
。そ
し
て
、こ
れ
ら
を
実
践
す
る
環
境
＝

場
作
り
が
必
要
と
な
る
。

　

も
う
一
つ
必
要
な
の
が
、
自
律
・
分
散
・

協
調
社
会
実
現
の
た
め
の
、
東
京
一
極
集

中
の
是
正
で
あ
る
。
東
京
は
、
日
本
中
の

若
者
と
富
を
吸
い
尽
く
し
、
少
子
化
と
人

口
減
少
の
原
因
を
作
っ
て
い
る
。
個
人
的

に
は
、
東
京
に
大
学
を
作
ら
な
い
こ
と
と
、

現
代
版
の
参
勤
交
代
制（
故
郷
で
の
地
方

勤
務
と
本
社
勤
務
の
参
勤
交
代
）を
実
現

す
る
こ
と
が
解
決
策
だ
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
地
域
が
元
気
に
な
り
、
私

た
ち
個
人
の
価
値
観
を
変
え
る
し
か
な

い
。

　

災
害
を
減
ら
し（
減
災
）、
災
害
を
克
服

す
る
こ
と
で（
克
災
）、
新
し
い
日
本
・
地

域（
ル
ネ
サ
ン
ス
）を
作
り
、
未
来
の
子
供

た
ち
に
豊
か
な
社
会
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し

た
い
。
こ
れ
を
減
災
ル
ネ
サ
ン
ス
と
名
付

け
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

5減
災
ル
ネ
サ
ン
ス

に
不
足
す
る
。
火
災
を
出
さ
な
い
こ
と
が

基
本
と
な
る
。
出
火
率
と
延
焼
率
は
家
屋

全
壊
率
や
家
屋
密
集
度
と
の
相
関
が
高
い

の
で
、
木
造
密
集
地
域
の
解
消
が
望
ま
れ

る
。
延
焼
を
防
ぐ
た
め
、
家
屋
の
耐
震
性

と
耐
火
性
を
高
め
、
焼
け
止
ま
り
と
な
る

空
地
や
街
路
、
緑
地
帯
を
作
り
、
家
屋
間

隔
を
隔
離
し
た
い
。
あ
ら
ゆ
る
住
民
が
、

火
災
を
出
さ
な
い
、
出
火
し
て
も
初
期
消

火
す
る
社
会
を
作
り
た
い
。

「
地
震
後
に
命
を
落
と
さ
な
い
ま
ち
」

　

地
震
の
揺
れ
か
ら
守
っ
た
命
を
そ
の
後

に
失
わ
な
い
た
め
に
は
、
適
切
な
情
報
と

助
け
合
い
が
必
要
と
な
る
。
津
波
や
火
災

に
関
す
る
情
報
を
的
確
に
住
民
に
伝
え
る

災
害
情
報
・
通
信
シ
ス
テ
ム
や
、
そ
れ
を

口
伝
で
伝
達
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
を

地
域
の
力
で
助
け
る
事
前
準
備
も
必
要
で

あ
る
。
消
防
力
が
不
足
す
る
の
で
、
家
屋

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
住
民
は
、
地
域
の
力

で
救
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
救
出
の

た
め
の
資
機
材
・
人
材
の
確
保
も
必
要
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
関
連
死
を
出
さ
な
い
た

め
の
備
蓄
、
心
身
の
健
康
を
保
て
る
避
難

所
の
運
営
な
ど
、
命
を
繋
ぐ
活
動
の
事
前

準
備
を
進
め
た
い
。

　
　
回
復
力
の
あ
る
ま
ち
を
作
る

　

災
害
後
に
早
期
に
復
興
で
き
る
ま
ち
に

す
る
に
は
、事
前
の
準
備
が
肝
心
で
あ
る
。

ま
ち
の
回
復
に
は
、
住
民
の
命
と
生
活
を

守
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
住

民
が
心
身
共
に
健
康
な
状
態
で
な
け
れ
ば

ま
ち
の
復
興
は
覚
束
な
い
。
そ
の
上
で
、

生
活
を
守
る
に
は
、
衣（
医
）・
食（
職
）・

住
に
加
え
、
学
び
の
場
を
維
持
す
る
必
要

が
あ
る
。
時
間
経
過
で
言
え
ば
、
救
命
救

急
、
避
難
、
復
旧
、
復
興
の
フ
ェ
ー
ズ
を

如
何
に
短
縮
で
き
る
か
で
あ
る
。
早
期
復

興
に
必
要
と
な
る
の
が
、
地
域
の
共
助
力

と
事
前
の
準
備
で
あ
る
。
命
を
繋
ぐ
た
め

の
衣
・
医
・
食
・
住
の
確
保
に
加
え
、
生

活
を
維
持
す
る
た
め
の
職
場
と
学
校
の
早

期
回
復
が
必
要
と
な
る

　

共
助
力
の
源
泉
は
、
地
域
の
人
＝
住
民

の
力
に
あ
る
。
災
害
時
に
は
、
製
造
業
や

農
業
、
建
設
業
な
ど
に
従
事
す
る
汗
が
か

け
る
人
の
役
割
が
大
き
い
。
地
域
で
生
業

を
す
る
事
業
者
を
盛
り
立
て
、
普
段
か
ら

顔
の
見
え
る
関
係
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
地
域
の
将
来
を
明
る
く
す

る
に
は
、
前
向
き
さ
や
元
気
さ
が
必
要
と

な
る
。
子
供
や
若
者
の
力
が
大
き
い
。
子

供
会
や
お
祭
り
を
地
域
で
活
性
化
し
、
若

い
人
た
ち
が
生
き
生
き
と
活
動
す
る
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
。

　

災
害
後
の
復
旧
・
復
興
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
に
は
、
瓦
礫
の
集
積
や
仮
設
住
宅

の
建
設
地
と
な
る
公
園
な
ど
の
確
保
、
重

機
や
資
機
材
、
備
蓄
品
の
確
保
、
災
害
後

の
対
応
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
整
備
も

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
域
の
事
業
継

続
計
画
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
災
害

後
の
復
興
計
画
を
事
前
に
作
っ
て
お
け
れ

ば
、
復
興
の
ま
ち
作
り
も
順
調
に
進
む
。
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